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§１．研究開発実施体制  

（１）「中島」グループ（国立大学法人 北海道大学） 

① 研究開発代表者：中島 清隆 （北海道大学 触媒科学研究所、准教授） 

② 研究開発題目：HMFアセタールを経由したグルコースからのフランジカルボン酸合成 

③ 研究項目 

(ア) グルコース・キシロースからのフラン類合成 

(イ) HMFアセタールからのフランジカルボン酸またはそのエステル体合成 

(ウ) 担持卑貴金属触媒を利用したフランジカルボン酸合成 

 

（２）「青島」グループ（三菱ケミカル株式会社） 

① 主たる共同研究者：青島 敬之 （三菱ケミカル株式会社，Science & Innovation Center，

Inorganic Materials Laboratory，所長） 

② 研究開発題目：液相系反応分離プロセスによるフラン誘導体の合成 

③ 研究項目 

(エ) 糖類からの HMF またはフルフラールのアセタール体合成 

(オ) カプリング反応によるフルフラールアセタールの 2量化反応 

 

§２．研究開発成果の概要  

本研究課題では，HMF アセタールを安定な中間体として利用し，付加価値の高いバイオポリエ

ステルの原料となるフランジカルボン酸を，バイオマス由来炭水化物であるグルコースから効率よく

製造するための触媒反応プロセスを構築する．グルコースから選択的な HMF アセタール合成と

HMF アセタールからのフランジカルボン酸合成を独立に検討し，学術研究に立脚した固体触媒

の開発および反応プロセスの設計を進めた． 

グルコースから HMF への変換工程においては，固体ルイス酸と固体ブレンステッド酸とを利用

することにより，高い物質収支を維持しつつ高濃度グルコース溶液を利用してHMFを高収率で合

成できる製造ルートを確立した．反応分離を利用したアセタール化反応と組み合わせることにより，

安価なグルコース原料からの高生産性 HMF アセタール合成手法の基本モデルを構築した．また，

固体ルイス酸の更なる高機能化を目的として，ニオブとアルカリ土類金属を成分とする結晶性複合

酸化物触媒を検討した．プロセス固体ルイス酸の高性能化を図るため，高温焼成によって再利用

可能な金属酸化物触媒を検討し，金属成分（ニオブおよびアルカリ土類金属の組み合わせ）やア

ニオン成分（酸窒化物）の制御が糖変換反応活性の向上に寄与することを見出した．HMF アセタ

ールからのフランジカルボン酸合成では，低酸素濃度ガスを用いた非高圧反応でも反応が十分に

進行することを確認し，本プロセスにおいては過酷な酸化条件や高価な高圧設備が不要なプロセ

スを見出した。また，本酸化プロセスにおいて，共存させる塩基の使用量を削減させつつ高い生成

物収率と保護剤回収率を併せ持つ反応プロセスを見出した．更なる塩基使用量の削減を目指した

酸化的エステル化反応の開発を現在開始している． 
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